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NMR 及び LC-MS により，[3]クムレン 1 の
中央の C=C結合と TCNEが環化付加したこと





リで 0.3 mm 以下の大きさに整形した。予め 16 
mm にカットした細いガラス棒の先端に二液
混合系接着剤を塗布し，結晶を固定した。X




マー2a の ORTEP 図（CCDC 937944） 
 
まず，クムレン 1 と TCNE の反応による主




クムレン 1 の中央の C=C 結合と TCNE との
[2+2] 環 化 付 加 に よ り 中 間 体 と し て
head-to-head 型のアレンダイマーが生成した
後，さらに四員環がラジカル開裂してより安
定な 3 へと再配列していると考えられた。 
 
図４ Head-to-head 型クムレンダイマー3c の











４．３ アレンダイマー2の MeOH 中におけ
る反応 
 





















































物 5 を与えた。両化合物ともに，X 線構造解
析により構造決定した。 
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